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は　　じ　　め　　に

　本調査は昭和45年3月末日までの調査期間をもって本セソターに委託されたものであったが・

当時は吉野熊野国立公園地域編入のための資料としての調査に目標が拾かれたものであった。その

後、建設省による夫規模Rec．浸地プロジェクトの構想（現在Rec・都市といっているもの）

による調査が行われた。セソターとしては、立場上この間の調整を待って適切な調査報告をなすぺ

く．しぱしば契約期日の延期申請を行って今日に至ったのは不本意ではあるがやむをえ在いところ

であり、県及び町当局の御諒解をえたい。すでに建設省による構想にもとづいて公園緑地協会の調

査報告もなされ、開発会社の創立も迫り、最近その計画案も発表されるに至った。

　このようにして、国立公園地域編入の資料としての計画とは異なる事態の進展がほぼ確定的と左

ったので、改めてこれらの構想の農開を再検討し、これら構想に於て筒不充分と恩われる海中景観

地域のRe　c．計画を重点として本計画案を提出するものである。

　したがって、本報告に当っては、これまで報告された下記の文献にのせられているものと童複す

る説明はこれを省略するか、童要なものについて要点のみを述ぺ或いは骨路のみを図示し（出典併

記）、主要な記述を海中景観地区計画の内容に拾くこととしたい。

文　　献

L。　三重県：三童県熊野灘沿岸地域観光診断報告書　1967・1

L2　三童県、長島町：紀伊長島海岸休養地開発計画

L、　三童県：三重県北牟婁郡長島町鈴島地域周辺海中公園調査報告書　1967・3

L4　三重県立博物館、鳥羽水族館：紀伊長島周辺の海洋生物　1968・

L、　公園緑地協会：熊野灘夫規模レクリェーショソ緑地紀伊早島地区基本計画　1970・3

L8　国立公園協会：吉野熊野国立公園拡張区域（予定地）学術調査報告書　1970・3

L7　三童県、愛知県：伊勢湾、三河湾地域観光総合調査報告書　19ア0・3

L。　三童県漁業協同組合連合会：紀伊長島町の翻光開発と漁業振興に関する答申　1971・6

L　g　三童県：紀伊長島1■クil工一ショソ都市総合開発計画書　1971・

1971．　4．

財団法人　海中公園センター

　理事長　田　村　　　剛
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I．計画地域の自然人文の問題点

1．気　　象

　　計画地の気象データは必らずしも充分とはいえ庄い。地形の変化が激しいので、尾鷲の観測値

ですぺてを判断するのは危険である。L6（P19、に云うように、尾鷲とわずか20K肌程し

か隔たっていない長島の年降水量が3，O00㎜にも達せず．尾鷲と1，000㎜以上の差がある。

したがって図6に示した尾鷲のクリモグラフは快適気侯月は10月のみという状態になるが、こ

れと長島とを同一にみなずことはできない。ただ次のようなことはいえるようである。す在わち

冬の酉からの季節風が背後の山地にさえぎられて1月の平均気温は6℃を下まわらず、最大の翻

光市場である大阪（4．7℃）、名古屋（35℃、よりも数度高く、夏期も気侯較差が少く、海風

の発達によって湿度が高ぐとも比較的しのぎやすいというようなことである。

　暴風日数は4～11月間は各月平均1日にすぎず、海上も静穏で海洋性Re　c．には適してい

るということができよう。いずれにしても気象条件の詳細な把握が海洋性Rec．には絶対必要

であるから、今後地形上の要点要点に観測点のネヅトを設定すぺきである。

2　地形、地質

　　主要な特長は、リアス式地形、砂岩及ぴ泥板岩の亙層よあ成る地質（的矢眉群）ということが

できる。リァス式海岸の岬部は、海蝕崖、海蝕台、岩礁の発達が著しい。山地は海岸に迫り、沖

積平野は狭小である。入江を閉鎖してできた砂州によって各地に海跡湖が形成されている。この

ことは川が急流となって自浄作用を減少させること、浸蝕により汚濁水が海中に流入して海中景

観を害しやすいこと、平坦地が狭小で施設立地が限定されること、繊細庄日本的風景に富むこと、

というようなプラス、マイナスの両側面をみせることとなる。

3　海況と水産業

　　前述のように海面は概して静穏である。沿岸の潮流は沖合の黒潮の支流として、主として東か

ら西南へ反時計まわりに流れ、入江や島や岬によって局地の流れは複雑となる。地形の変化とこ

の潮流によって水産業も沿岸のエビ網漁業、採貝．貝藻、入江や島かげの真珠やハマチの善殖や定

置網．一本釣漁業等生産性の高い水域を生んでいる。

　透明度は10～15肌であるが、養殖水域附近はや㌧汚濁し、市街地附近．川口附近はいうま

一2一



でも庄く低い。問題点は海中景観地区として注目される鈴島附近の養殖（区劃漁業権）である。

4　生　　物

（l1陸域の植生植生はスダジイの原始舛に近いものの残っている大島・クスノキを主とする暖

　　帯性天然林を残す鈴島、郷土の植生の鏡となるクスノキの大木とタチバナの自生する豊浦神杜

　　社叢が指標となる。高塚公園は二次林の暖帯性植生で、地被にウラジロ・コシダを伴い・ウバ

　　メガシ、ツブラジイ、ヤブッバキ、ヤマモモ、ミミッバイ、タイミソタチバナ等を混生し・風

　　致的にもよく保存されて拾り、鈴島．豊清神社杜叢と→団地をなし・長島の郷土性を残すほと

　　んど唯一の植群をみせている。

　　　＜平地に僅に残存している森林から平地の天然林植生を復元想像して見ると・この森林はク

　　スノキ．タブノキ、ヤマモモなどを主とし、ツブラジイを混生する高木層、ヤブニヅケイ・ヅ

　　ゲモチ、ミミヅバイ、ハゼノキなどを主とする亜高木層、下生にはコバ■ヵナワラビ・ホソバ

　　カナワラビ．ヤブミヨウガなどを伴うものと思われる＞（L6，P59・矢頭献一　熊野灘東部

　　沿岸の植物）。

口）海中の生物　この中で注目されるのは、いうまでもなくサソゴと熱帯魚である。規模の夫き

　　い石サンゴの群集景勧（キクメイシ、ハマサンゴ、エダミト’リイシe　tC・）としては北限と

　　みなされてよく、ウミトサカ在どのソフトコーラルも美しい。南紀の海中景観地を比較すれば

　　（L，）　、二木島は巨大な軟体サソゴと豪壮な陸域景観（千畳敷や海金剛）との組合せがそ

　　の特長であるが、その面積は長島より狭く且透明度も低い。串本を中心とする地区は・サソゴ

　　の種類と広い面積にわたる分布の点で極めてすぐれているが、長島程保持された海岸植生と島

　　島の風景とは異質な大き在景観である。

　6）海鳥　長島の生物景観で他にみられぬ特色は、国設鳥獣保護地区の設定にみられるようにそ

　　の海鳥景観である。海鳥景観は前述の植生及ぴ海中生物や水産業と密接に関連して・はじめて

　　成立するものである。熊野市から長島に至る熊野灘沿岸地帯に記録される鳥類だけでも44科

　　149種で三重県全体の約68％に当り、生活型からみると・淘1鳥類の大半が当地域で記録さ

　　れている（L，p77）。人の脅威から離れた島Aの繁殖地としてのスダジイ・タブノキ等の

　　常緑広棄樹林や海崖の発達、食餌環境としての真珠、カキ・ハマチ等の養殖や定雫網・海跡湖

　　の生物、サンゴ群集に集言る豊富在魚群と岩礁生物在どの要因の積重ねが鳥類のねぐら・かく

　　れ場、食餌、繁殖の諸環境一豊かな海鳥の環境系を形成しれこのような緊密な環境系の形

　　成、その表現としての景観は一朝一夕にでき上るものではなく・他に遺随を許さぬ長島独自の

　　ものであるということができるであろうo

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－5一



5．鉱　　泉

　有久寺鉱泉は弱アルヵリ性、硫化水素臭のある鉱泉であるが涌出量も少く（2．16紬分）大き

な発展を期するには新しい泉脈を見出すことが必要である。泉脈はかなり有望のようであるから、

その場合は谷入口の平坦地に施設群を設けることが考えられるが、現在の山狭の湯治場の良さを

失わ在い計画が望ましい。

6．交　　通

　急行列車で名古屋から2時闇55分、夫阪から6時間52分、国道は42号練が通り、近い将

来伊勢志摩に通じる海岸線の国道260号が予定されているので．京阪神からの了ブローチとし

ては特急の停車、複線化が望言れる。しかしこれには自然保全上の問題点がある。
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皿．　計　　　画

1　紀伊長島の全体計画

　　マスタープラソについては、これまでの報告書（L1，L2，L3，L5，L．、L8，

L9）に示されているものは、細部、規模はとも角として基本的には夫きな差異がない。最も新

しい計画書についてみると（L9）

　計画の方針として三つの柱が立てられている。す庄わち、

ω　ユニーク庄計画案現手法

　　計画の基本理念を、人間と自然との調和、地域社会との協調、秩序ある開発、に狂きそれを

　実現する手法の創出をはかる。

2）現代の要請に応える施設計画

　　多様化、高度化の方向に推移するレクリェーショニ！需要を先取し、次の時代の杜会的要請に

　応えうる先見的、啓発的な計画の実現をはかる。

（3）漁業との協調、健全なR　eCぴ啓発を柱とする開発

　　漁業関係施設の開発、1■クllエーショソの教育啓発鐵関の開発

　その具体的なゾーニソグもなされているが、その方針をみると、

ω　開発拠点　海岸線25K肌の背後地1，000haに設定される計画区域のうち、“）城の浜、

　名倉、片上池地区、向諏訪地区、い玉津地区の3地区を集団的に施設を配置する開発拠点地域

　　とするo

⑰）特長づけ　海岸線に15ヵ所の海浜をもち、その背後地の多くが施設開発適地なので各浜の

　利用の特色づけを図る。

③幹線道路との有機的一体化また施設の有機的一体化を高めるために、利用度の低い既存道

　路を活用した自転章専用道酪網を確立する。

④　自然の保全利用施設の開発は、臨海部とその背後地に限り，鳥娯からは一切の施設を排除

　　し、厳格な保全地域として保留する。

　　その開発機構については下記のと拾りである。

　　　　　漁連、漁協、町　　　　　　　　紀伊長島漁業観光㈱

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　株式持ち合い

　　　　　開発用地所有者　　　　　　　　紀伊長島Re　C．都市開発㈱
　　　　　（県、町、名鉄他）　　　　　　　　　　　　I
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＜開発業務の代行＞

　　　　　　　　　L（111益1還1）1
　　　　　　　　　　　　　施設売却又は賃貸

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一5一



　　これらのゾー・ニソグの方針、開発機構については基本的にはほぼ妥当なものと思われる。開発

鐵構についても、漁業協同組合や地元の主体性が保たれる上うに苦心している。われわれとして

は、これが単在るスロ・ガニ！に留言ることなく、具体的に達成されることを期待する。

　い’ま、ゾ□ニングについて；諸報告の意見をも参照して，次のように設定ナることもできる。

A　東部地域（ホテル・団体・クラブの寮とマリーナ）

　ω　城の浜地区（海水浴場とl1ゾート）

　ω　名倉地区（マη一ナ）

　⑤　片上池地区（養殖研究所、釣場、

　14）諏訪地区（ホテル、

B　市街地域（都市再開発）

　　港湾、イソフォーメーショソセソタ．．ショッピソグセンター、流通セソター、水産刀口工場

C　西部地域（水産と海中公園）

c－1水産地域

　ω　海野地区（スクールロヅジ、ダイビソグスクール、

　2）古里地区（海水浴場、ロヅジ、民宿）

　⑤　道瀬地区（臨海実験所、民宿、

c－2海中公園地域

　ω　豊溝、鈴島地区（海中観察施設、鳥類観察施設、釣堀）

　2）三清地区（駐童場、桟橋、ト．ライプイン、宿舎）

　6）玉津地区（団体の寮、別荘）

D　北部地域（鉱泉開発）

　　有久寺鉱泉

　ゾーニングの考え方やチェソクのし方は次のように行庄った。

ω　まず、自然の風致の良い、しかも復元力の弱い部分（海浜、海岸の1ポ以上の傾斜地、海

　岸林、河川、池沼）を玲さえて保護を主とするヅーンとして、その生態系を保持しうるよう、

　人工開発を制限する地帯とする。

口）ついで、市街地と施設化できる復元力の高い平坦地，緩傾斜地を施設用地として拾さえる。

⑤　自然人文資源とその生態に応じた利用機能群のグルーピソグとその配列を検討する。

ψ）交通ネットワーク（幹支線）を行う。

　要するに、現在から将来にわたって、紀伊長島のもっているレクl1エーショソ的素質叉はメリ

ヅトを堀り下げて、最高度にたかめ上げることにほかならない。いうまでもなく紀伊長島は海洋
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τ

公園乃至マ1，ンパークとして第一に特長づけられる。したがって、マリーナを中核とする宿泊、

休養娯楽・便益・教育・管理等の施設・公園牛しての保護的利用を二つの柱として考えを進める

わけである。

　このような考え方に従って、従来の報告書に対し、2，5の提案を付加することにする。

ω　海中公園計画　鈴島の周辺を中心とする海中公園計画については、長島のマスタープランの

　中でかなりの重要性をもつものと考えられるので、積極的在保護とその教育利用について検討

　を進める。

ω　海岸の別荘団地　海岸練に接する地域の別荘団地は、風致と、白然保全の為、個人分譲地に

　分割するよりも、緑をマスとして処理しやすい会社の寮、ユーロテル、クラブ組繊の宿舎など

　を拾きたい。いずれにしても海岸林のできるだけ部厚い帯状保護が必要である。

⑤　マllンパーク　海岸の緑地を公園として維持することの重要性はいうまでもないが、海域と

　島んについては原則として陸地から1K肌の沖合までを限ってマl1ンバーク（叉は海洋公園）

　として把握し、それを裏づける法体系の整備を主張したい。法の整備までは行政指導による自

　主規制を行なうことが望ましいであろ九この中で、県漁違提案r　D8）の漁場行使の区分

　一漁業専用漁場の確保、保護漁場の設定．解放漁場（承認）の設定（漁業権の放棄を意味し

　ない）が自主的に行なわれ．利用者の利用調整がはかられるぺきである。

2　海中公園地区の計画

　　前述したように、海中公園地区は保護を主とする区域である。保護を主とする地区であると同

時に長島全体の計画の目玉となるところでもある。したがってその利用計画の骨子を次のように

立てること㌧する。

ω　利用拠点　宿泊地を玉津とする。この区域は＜うみどりの里＞とか＜オレンジの村＞とかい

　　うようなイメージ開発が必要である。直接の利用基地は三浦のホテルマナールの南側下の平坦

　地に置く。この拠点は駐車場と遊覧船棲橋が最も重要な施設であり．これに宿舎（国民宿舎）

　　玲よぴト○ライブイソを付帯せしめる。

2）豊浦、鈴島地区　この地区は海中公園の中心地域であり、その自然を維持するだけでなく、

　積極的に白然の復元をばかり、且これを教育的に利用せしめることを主眼とする（後述，海鳥

　　とさんごのくに）。このため中心地域には自動車の乗入れを禁じ、老人と幼児のみマイク回バ

　　スで送り迎えする。地区内道路は歩道とする。地区入口は古江と豊清に設ける埠頭であってこ

　の附近で入場科金を徴収する。地区内工作物は野趣なデザインとし、鳥類を驚かす一切のもの

　　を禁ずる。周囲は積極的に郷土植物の植栽を行ってその復元をはかるようにする・　以上の方
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法によって質的に高度のレクηエーション地域を造成するものとする。鈴島には桟橋、休憩所

のみを置く。

イ1海中翻察と鳥の休憩筏　海中観察は主として三浦を拠点とするグラスボートによって行う。

　また、鈴島北西海域に発泡ウ1■タン等を材料としたフロートを設け、ダイバーの休憩所及び

　ボート（ヵヌーやゴムボート等）利用者の観察用とナる。重た小ボート（ヵヌー、のぞき窓

　付ゴムボート、グラスホヅバー等）の利用も豊清に設ける桟橋を利用して行うものとする。

　海鳥の利用する筏もこの海域内に設げる。

回一海鳥とサソゴのくにを構想した理由　長島の海域の景翻の特長は、緑の多いη7ス式地形

　と島1喚及ぴ海鳥とサ：■ゴということができよう。とくに鈴島周辺のトータルェコシステムの

　指標ともいうぺきものはその豊富な海鳥景観である。したが4て、この景観は長島ならでは

　みられない長島の風土から必然的に生れたものである。この景翻を強調し拡大することは長

　島本来の風土をより豊かに発展せしめること＼危るであろうし、紀伊半島の他の地域との競

　争に於ても、その個性の発展をはかる点で、簡単には真似することのできない極めて有利な

地位を占めると同時に、紀伊半島全体の計画にユニークな魅力を付与するものとなるであろ

　うo

ハ・計画の生態学的説明　海鳥の生態については、まだ充分の研究がなされていをいようであ

んこ＼では計画上、現在の段階で成しうる程度の説明しかできないのが残念であるが、そ

れらは計画の進捗に伴ない解決されるものと期待する。この海域の生態系は図に示すように

それぞれ童複しながら動いていく。すなわち、

イ．陸上生物生態系

イー1人間生態系（又は環境系）　　r森林施業、養殖、漁獲等によって自然とか㌧わ少合

　　　っている生態系。

イー2鳥類生態系　　ねぐらと食餌を通じて海鳥及び陸鳥の生態系。

イー3森林生態系　　スダジイ、クス■キを主とする自然林、ウバメガシを主とする海岸林、

　　　人工林としてのスギ、ヒノキ林、薪炭林o

イー4草地生態系　　海浜の一部、ハマゴウ群落、ススキ詳落をど。

口．潮間帯生物生態系

ロー1岩礁潮闇帯生態系

ト2砂浜．　〃

ハ・海中生物生態系

ハー1ネクトン生態系
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1㌧2プラソクトン生態系

’一5ペントス生態系

　これらの生態系は第8図のように相互に童複し合っている。たとえぱサソゴ群集の生態

系（サソゴとそれをねぐらやかくれ家とし、又は食物としたり共生したりして1つのまと

まった社会をつくっている）でも．そこに棲む小魚はより犬型の魚類などに食ぺられると

共に、水面近くでミサゴ、チュウシャクシ毛ウミウその他の海鳥の解食とをることによ

って、海鳥の生態系に1部組み込言れるわけである。

　海中の各生物生態系を一段高いレバルでまとめて海中生物生態系としてとらえることも

できる。第8図は鈴島周辺の海中生物生態系を．食物違鎖或いは物質循環を手がかりとし

て犬まかに言とめてみたものである。但し．この中でオニヒトデは幸いにこ＼でまだ繁殖

していないようである。オニヒトデは、とくにやわらかい校サンゴ在どを選択して食ぺる

という。この海中生態系と陸上生態系とは、ガス交換（02，C02）や水及び熱交換

（蒸発、雨、気温．湿度など）を通じて又は栄養を通じて密接な関係をもつものである。

陸上の有害物質による海水の汚染はこの関係がマイナスとな4た場合である。この関係を

より強く結びつけているものが海鳥類である。海鳥の生態系は、陸にねぐらを置き、海に

食餌を求める世界ということができる。鳥の糞’ね溶解して海中に栄養塩類として流れて海

中の物質循環系にくみ込まれて最後はまた鳥類にかえる。海鳥の種類とその量は、海中の

餌の量、ねぐらとしての陸上の安全性に支配されて決定される。

　計画に当っては、言ずこのような自然の仕組を正しく理解して全体の生態系（トータル

ェコシステム）を目的とする＜海鳥とサニ！ゴの景観を育成する〉ことにもっていく必要が

ある。このためには、景観と在しうる海鳥の種類、数量とそれに要するねぐらとしての自

然の質量、食解としての自然の質量、不足分を補う餌づけ、巣環境の質量を決定せねぱな

らない。サニ！ゴについては、水質環境を保つことが最も童要である。海鳥に関する上記数

量については．現在のところ充分な資料がない．これは科学的資料が集積されるまで当分

実際に行なってみて．修正を童ねていくよりほかないようである。
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1

皿．工費榎算

ア80，885羊円　総額
1．三清

施設名 規模 単価 金額 摘 要

国民宿舎 3，300〆
　　円70，000

221，000 鉄筋コソク11一ト

ト’ライブイン 200” 75，000 15，000 鉄筋コソク1トト

駐 童 場 16，000” 3，000 48，000 注1一イ

桟 橋 一式 一式 6，O00 ボソツソ

グラスボート 3隻 10，000，000 30，000 20トソ 30人乗

プレジヤーボート 20隻 300，000 6，000

合 計 326，000
’

2、玉津

施設名 規模 単価 金額 摘 要

フイソシソグセンター 60〆 7α000円 42，000 鉄筋コンクリート十木造2階

便 所 30〃 50，O00 1，500

展望休憩所 64〃 30，000 1，920 鉄筋コンクリート十木造

駐 車 場 8，000〃 3，000 24．000 註1一口

蓄養プール 網50肌 2，000 100 面積Z300〆

埋 立 1，10㎡ 1，O00 1，100

護 岸 100肌 100，000 10，O00

ボート’ウォーク 150” 100，000 15，000

広 場 900〆 2，000 18，000

浮 橋 465肌 10，000一 4．650

展望休憩所整地 1，30〆 3，000 3，900

植 栽 一式 一式 10，000

合 計 132，170
一
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